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令和元年９月３日

【教育目標】 持ち味をいかして主体的に行動する生徒の育成 旭市立第一中学校

いよいよ旭一中の２学期がスタートしました。今学期もどうぞよろしくお願いいたします！

【7月】5日 英検３級合格 伊藤穂乃花さん 磯部海結さん 花澤実穂さん 長谷川礼奈さん

13日 支部陸上競技大会

共通女子走高跳 1位 渉里萌衣さん(大会新記録・県総体出場) １年女子100ｍ 1位 伊藤遥香さん

共通男子110ｍH 2位 平野賢彦くん 共通女子100ｍH 2位 伊藤遥香さん (県総体出場)

３年女子100ｍ 3位 伊藤穂乃花さん 共通女子走幅跳 2位 伊藤穂乃花さん(県総体出場)

共通女子800ｍ 3位 姥山叶奈さん(県総体出場) 共通男子走高跳 4位 島田真嘉くん

共通女子200ｍ 4位 姥山叶奈さん 共通女子800ｍ 4位 平野帆ノ佳さん(県総体出場)

共通女子1500ｍ 4位 高森理央さん １年女子走幅跳 4位 千本松矢茉葉さん

共通女子砲丸投 4位 平野ひまりさん ２年女子100ｍ 5位 伊藤優璃さん

１年男子100ｍ 7位 島田真嘉くん ３年男子100ｍ 7位 平野賢彦くん

共通男子走幅跳 7位 林洸太くん 共通女子100ｍH 7位 渉里萌衣さん

共通女子走幅跳 7位 伊藤優璃さん １年男子1500ｍ 8位 鈴木伊織くん

共通男子110ｍH 8位 林大地くん １年女子100ｍ 8位 土屋麗美さん

共通女子4×100R 2位 伊藤優璃さん 伊藤穂乃花さん 渉里萌衣さん 伊藤遥香さん (県総体出場)

共通男子4×100R 8位 林大地くん 林洸太くん 島田真嘉くん 平野賢彦くん

女子総合 ２位 男子総合 ７位 男女総合 ５位

13日 支部卓球大会 女子団体戦準優勝

（渡辺心羽さん 林亜季さん 石橋さくらさん 林夏穂さん 宮内愛さん 内山詩さん）

14日 支部卓球大会 女子個人戦ｼﾝｸﾞﾙｽ 優勝(県総体出場) 渡辺心羽さん

５位 林夏穂さん

女子個人戦ﾀﾞﾌﾞﾙｽ 優勝(県総体出場) 林亜季さん 林夏穂さん

21日 支部バレーボール大会 男子 優勝(県総体出場)

最優秀選手賞 石橋孝典くん 優秀選手賞 土屋篤司くん

支部ソフトボール大会 優勝(県総体出場)

最優秀選手賞 加瀬光葵さん 優秀選手賞 林希優さん

22日 支部野球大会 優秀選手賞 石橋秀斗くん （→関東少年軟式野球大会県大会選抜選手）

28日 県総体陸上競技の部 共通女子走高跳 第５位 渉里萌衣さん

29日 千葉県吹奏楽コンクール 金賞

31日 県総体卓球の部 女子個人戦ダブルス 第３位 林亜季さん 林夏穂さん

県大会では、試合前も試合中も、とても緊張して不安でしたが、今までの練習の成果を発

揮して準決勝まで残ることができました。負けてしまいましたが、悔いのない試合をして第

３位を取ることができました。大きな会場で試合ができたので、いい経験になりました。コ

ーチや先生、練習相手になってくれた部員の人たちなどに感謝でいっぱいです。林 亜季さん

私は仲間を信じて部活をやってきてよかったなと思いました。支部総体のシングルスでは、

緊張でうまくいかないときに、仲間や先生方の応援が聞こえてきました。私は緊張がほぐれ、

自分らしい試合が最後の最後に出来たと思います。ダブルスではペアとお互い声をかけ合い、

いつも通りの試合ができて、支部総体優勝、県総体３位という結果を残すことができました。

これも、部活の仲間だけでなく、学校の仲間や先生方の応援があってのものだと思います。

本当にありがとうございました。 林 夏穂さん

★ ★ ★ ★ ★ 栄 光 の 記 録 ★ ★ ★ ★ ★



【8月】※第68回席書大会 書星会賞 常世田海咲さん 特選 伊藤優璃さん

金賞 小沼結香さん 銀賞 平野凜夏さん 加瀬光葵さん

※漢字検定 ３級 會津二千翔さん 花澤実穂さん 内山 詩さん 遠藤結愛さん

４級 大橋花音さん 實川乃々花さん 花澤悠実さん

3日 旭市ｼﾞｭﾆｱ卓球大会

中学1年生以下女子個人戦 優勝 影山杏樹さん 準優勝 鈴木心花さん

３位 堀江葵友さん 萩原麻汎さん

中学1年生以下男子個人戦 準優勝 遠藤悠誠くん

中学2年生以下女子個人戦 準優勝 内山 詩さん ３位 實川乃々花さん

中学2年生以下男子個人戦 ３位 大 洸太くん

17日 旭市ＰＴＡバレーボール大会 優勝 (10/6東総大会出場)

通学用シューズの規定を一部変更します！

本日別紙でお知らせの通り、外履き用のシューズ（通学用シューズ）については、これ
まで「白を基調」とするものに限定していましたが、今後は「黒」と「紺」のものも可と

します。これは、生徒総会で出された意見「外履きの白は汚れやすいので黒だけでも認め

てほしい」や「白いシューズだけだと購入するときに種類が限られて買いにくい」に配慮

しての変更です。
本校では、シューズや靴下も制服の一環ととらえ、旭一中生としての一体感と全体的な

色のバランスを重視して「白」を基本としてきました。その基本的な考えに変わりはあり

ませんし、生徒の中にも「伝統や一体感を大事にしたいので、これまで通り白だけの方が
よい」という意見は少なくありませんでした。

しかし一方で、生徒たちには、物事に対して「何を言っても変わらない」とか「やって

も無駄」などと考えてしまうのではなく、何事もよく考えて自分なりの意見を表現する、

より良い在り方をめざして行動するといった生き方をしてほしいと願っています。たとえ
前から続いている学校のルールや社会の様々なきまりなどについても、「なぜそうなってい

るのか」「何を重視しているのか」「もっといい方法はないだろうか」と常に工夫・改善を

怠らないような人になってほしいと考えています。そこで今回は、手順をふんできちんと
提案してきた生徒の姿勢を高く評価し、その視点も取り入れて、規定を一部変更すること

にいたしました。もしも何か不都合な状況が生じた場合にも、まずは生徒会を中心として

工夫・改善に向けた話し合いがなされるものと信じています。

社会や産業の構造が変化し、今後何が正解か定かでないような多くの課題に直面するで
あろう生徒たちには、これまでの在り方を前提としてどのように生きるかだけではなく、

多様な考え方や様々な情報を受け止めて自分なりに判断しながら、他者と協働してよりよ

い社会を創る担い手となれるような能力と態度を身につけてほしいと常々考えています。

１８歳になって選挙権を有した時にも、ちゃんと様々な意見に耳を傾け、自分の考えを整
理して、主体的に判断・行動できる人になってほしいと思います。今回の小さな変更は、

生徒たちの生きる姿勢をより前向きなものに育みたいという思いの結果とご理解ください。


